
ドナー牛の栄養管理 

・ はじめに 

体外受精卵の発生は様々な要因で変化します。OPU や培養の技術はもちろん

のこと、ドナー（泌乳や栄養状態、暑熱ストレス、月齢、品種、生来の卵子数など）や

精液など・・・、挙げだしたらキリがありません。今回はドナーに注目して『栄養状態

が発生率に与える影響』について調べてみました。①BCS ②飼料の過剰摂取の

影響 ③ビタミン・ミネラル の順に説明します。 

 

① ボディーコンディションスコア（BCS） 

BCSは標準（2.75～3.25）が理想と言われています。 

 痩せすぎ（2.5 以下）は卵子の質が低下し、太り過ぎはホルモンバランス

や卵巣機能に悪影響が出やすくなります【1】。 

 

② 飼料の過剰摂取の影響 

飼料中のエネルギー水準も卵子の発育能に影響することがいくつかの

研究で示されています。 

 

ホルスタイン育成牛に維持要求量

（M）の１．８倍量（1.8M）のエネルギー

を３２日間与えると、0.8M 給与群の発

生率と比較して低下しました。この原因

は、*血中尿素濃度の上昇と関連があ

り、尿素は卵子の発育に有害とされて

います【1】。 

 

交雑牛では、BCS２（低

BCS）の群に 2M 給与で

BCS３に改善すると、IVF

成績が向上しました 。

BCS3.5（標準BCS）の群

では、2M給与でBCS４に

到達すると胚生産が低下

しました【2】。 

 

ホルスタイン育成牛
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注釈* 血中尿素濃度 

  摂取した飼料（タンパク質）の分

解・代謝過程で生じる“尿素”の血液中

の濃度を指します。卵胞液中の尿素は

卵子に悪影響を与えることが知られ

ています。 

 

 

注釈⁑ 高インスリン血症  

血中のインスリン濃度が異常に高

くなる状態で、インスリン抵抗性に

より引き起こされます。卵巣でのア

ンドロゲン産生を過剰に促進し、卵

胞の発育阻害や卵子質の低下を招

きます。 

 

 

 

 

 



 

 

成牛（２０か月齢）へ２M 給与を３発情周期続けると、BCS4・⁑高インスリ

ン血症 となり IVF 成績が低下しました【2】。この群の 12 頭のうち 4 頭が

正常、8 頭が高インスリン血症でした。高インスリン血症の群は、総卵胞数が

少なく、発生率も低下しました【2】。 

過剰給与は高インスリン血症や血糖値、IGF-I 濃度の上昇などの内分泌の

変化によって繁殖機能に影響を与えると考えられ、胚でのブドウ糖輸送を阻

害し⁂アポトーシス を増加させる可能性も示唆されています【1-3】。 

 

③ ビタミン・ミネラル 

正常な卵子の発育にはビタミンやミネラルも必要です。 

ビタミンＡやその前駆体のβ-カロテンは抗酸化作用によって、卵子の質を高める働きを持っ

ています。微量ミネラルの Se・Zn・Cu・Mｎなどが不足すると、卵胞や黄体などの卵巣機能に悪影

響を与えることが知られています。 

 

・ まとめ 

卵子は卵巣で育つ間に栄養を取り込みながら成熟します。この時期のドナー牛へのエネルギー供給の乱れ

はOPU後の受精率や発生率を低下させます。生産性をより上げるためには、ドナー牛のポテンシャルを十分

に発揮できるような栄養管理が大切です。飼料設計を見直す際は、獣医師や飼料会社の方々などにご相談く

ださい！最後まで読んでいただきありがとうございました                            
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注釈⁂ アポトーシス 

損傷や異常のある細胞を生体自

身が除去するはたらきです。過剰

給餌によって、体内でインスリンや

他の成長因子が異常に増加するこ

とによって、アポトーシスを誘発す

る可能性があります。 

 

総細胞(青)とアポトーシス細胞（緑） 

 

総卵胞数→ 
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